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令
和
４
年
３
月
４
日
㈮
、
広
島
県
商
工

会
青
年
部
連
合
会
が
広
島
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際

文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
、「
令
和
３
年
度
広

島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
臨
時
総
会
」

及
び
「
第
４
回
商
工
会
青
年
部
研
修
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
方
式
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

臨
時
総
会
に
先
駆
け
て
行
わ
れ
た
研
修

会
は
３
部
構
成
で
行
わ
れ
、
１
部
で
は
広

島
県
総
務
局
Ｄ
Ｘ
推
進
チ
ー
ム
Ｄ
Ｘ
推
進

グ
ル
ー
プ
主
査
の
木
戸
孝
哉
氏
を
お
招
き

し
、「
今
話
題
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
と
は
」
と
題
し
、
講

演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
今
、
商
工
会
地
域
を
取
り
巻
く
環
境

変
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
ど
ん
ど
ん
加
速
し
て

お
り
、Ｉ
Ｔ
技
術
の
進
化
と
活
用
が
進
み
、

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
一
変
さ
せ
る
新
し
い

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
次
々
と

広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

臨
時
総
会
及
び

第
４
回
商
工
会
青
年
部
研
修
会

開
催

広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

臨
時
総
会
及
び

第
４
回
商
工
会
青
年
部
研
修
会

開
催

県
青
連

令
和
３
年
度

広
島
県
商
工
会
連
合
会
は
、
令
和
４
年

３
月
24
日
㈭
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
広
島
（
広
島
市
中
区
中
町
）
に
て
、

﹃
令
和
３
年
度
第
３
回
臨
時
総
会
﹄
を
開

催
し
、
出
席
者
33
名
（
う
ち
委
任
状
１
）

に
よ
り
、
令
和
４
年
度
の
事
業
計
画
や
予

算
な
ど
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

平
田
圭
司
会
長
は
、
冒
頭
の
挨
拶
で
、

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
事
業
者
か

ら
県
内
全
体
で
延
べ
６
万
９
千
件
を
超
え

る
相
談
を
受
け
て
お
り
、
商
工
会
数
で
割

り
戻
す
と
１
商
工
会
当
り
２
千
件
を
超
え

第
３
回
臨
時
総
会

　
　
　
　
　
　
開
催

第
３
回
臨
時
総
会

　
　
　
　
　
　
開
催県

連

令
和
３
年
度

る
相
談
に
対
応
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し

て
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
引
き

続
き
、
油
断
す
る
こ
と
な
く
感
染
対
策
を

講
じ
、
会
員
事
業
者
に
対
し
て
、
よ
り
一

層
の
支
援
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。
次
に
、
昨
年

５
月
に
会
長
に
就
任
し
て
以
来
、
商
工
会

の
存
在
力
を
高
め
る
べ
く
各
所
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
と
と
も
に
、
国
や
県
等
へ
の
陳

情
・
要
望
に
つ
い
て
精
力
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
結
果
、
経
営
指
導
員
等
職
員
設
置

定
数
の
現
状
維
持
が
実
現
し
た
こ
と
を
報

告
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
３
年
間
の
行

動
指
針
と
し
て
、﹃
常
に
挑
戦
！
未
来
に

貢
献
！
﹄を
示
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
今

を
変
え
な
い
と
未
来
は
変
え
ら
れ
な
い
。

常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、将
来
に
向
か
っ
て
、地
域
の
事
業
者
・

地
域
の
活
性
化
・
商
工
会
組
織
に
貢
献
で

き
る
よ
う
、
今
を
頑
張
っ
て
い
く
。」
と

い
う
強
い
思
い
を
込
め
て
説
明
し
ま
し

た
。そ

の
後
、
高
陽
町
商
工
会
の
水
口
弘
士

会
長
を
議
長
に
選
出
し
、
議
事
が
進
行
さ

れ
、
上
程
し
た
第
１
号
議
案
か
ら
第
６
号

議
案
の
全
て
が
、
原
案
通
り
承
認
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

提
出
議
題
は
次
の
通
り

第
１
号
議
案

令
和
３
年
度
収
支
補
正
予

算
書
（
案
）
承
認
の
件

第
２
号
議
案

令
和
４
年
度
事
業
計
画
書

（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）
承
認

の
件

第
３
号
議
案

令
和
４
年
度
県
連
合
会
会

費
賦
課
基
準
（
案
）
及
び
徴
収
方
法

（
案
）
承
認
の
件

第
４
号
議
案

令
和
４
年
度
電
子
計
算
機

処
理
手
数
料
賦
課
基
準
（
案
）
及
び
徴

収
方
法
（
案
）
承
認
の
件

第
５
号
議
案

令
和
４
年
度
借
入
金
最
高

限
度
額
（
案
）
及
び
借
入
先
承
認
の
件

第
６
号
議
案

規
約
の
一
部
改
正
（
案
）

承
認
の
件

臨時総会の様子
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令
和
4
年
3
月
10
日
㈭
、
グ
ラ
ン
ド
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島
に
て
「
令
和
３
年
度

広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
臨
時
総
会
」

及
び
「
第
2
回
商
工
会
女
性
部
研
修
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

臨
時
総
会
の
開
催
前
に
令
和
３
年
度
の

表
彰
伝
達
と
し
て
、
昨
年
11
月
の
全
国
大

会
で
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰
「
優
良
女
性

部
」
の
表
彰
の
栄
に
浴
さ
れ
た
神
石
高
原

商
工
会
女
性
部
、「
女
性
部
功
労
者
」
の

表
彰
の
栄
に
浴
さ
れ
た
高
陽
町
商
工
会
女

性
部
の
大
瀬
戸
部
長
を
始
め
、
表
彰
状
・

感
謝
状
の
授
与
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

臨
時
総
会
は
、
出
席
者
31
人
、
委
任
状

3
人
、
計
34
人
出
席
の
も
と
、
三
原
臨
空

商
工
会
女
性
部
の
上
室
部
長
を
議
長
に
選

出
し
、
令
和
3
年
度
補
正
予
算
書
（
案
）、

令
和
4
年
度
事
業
計
画
書
（
案
）
及
び
収

支
予
算
書
（
案
）
な
ど
4
つ
の
議
案
に
つ

い
て
審
議
し
ま
し
た
。

提
出
議
題
は
以
下
の
通
り

第
１
号
議
案
︱
令
和
3
年
度
収
支
補
正
予

算
書
（
案
）
承
認
の
件

第
２
号
議
案
︱
令
和
4
年
度
事
業
計
画
書

（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）
承
認

の
件

第
３
号
議
案
︱
令
和
4
年
度
会
費
賦
課
基

準
（
案
）
及
び
徴
収
方
法
（
案
）
承
認

の
件

出
現
し
て
お
り
、
様
々
な
手
続
き
も
デ
ジ

タ
ル
へ
と
移
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

様
な
流
れ
に
対
応
す
る
こ
と
が
小
規
模
事

業
者
と
し
て
急
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
青
年

部
員
た
ち
は
自
分
た
ち
の
事
業
に
役
立
て

よ
う
と
熱
心
に
講
演
を
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

第
２
部
は
地
域
再
生
型
提
案
公
募
事
業

に
取
り
組
ん
だ
高
陽
町
商
工
会
青
年
部
、

大
野
町
商
工
会
青
年
部
及
び
佐
伯
商
工
会

青
年
部
が
事
例
を
発
表
し
ま
し
た
。
高
陽

町
商
工
会
青
年
部
は
「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
活

か
し
た
地
域
活
性
化
事
業
」
に
つ
い
て
、
大

野
町
商
工
会
青
年
部
は
「
新
施
設
を
活
用

し
た
地
域
情
報
の
発
信
強
化
と
部
員
増
強
」

に
つ
い
て
、
佐
伯
商
工
会
青
年
部
は
「
共

同
Ｐ
Ｒ
冊
子
及
び
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ー

ド
作
成
に
よ
る
情
報
発
信
事
業
」
に
つ
い

て
、
そ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

第
３
部
の
県
青
連
か
ら
の
報
告
事
項
で

は
、
総
務
委
員
会
、
振
興
委
員
会
、
資
質

向
上
委
員
会
、
交
流
委
員
会
、
広
報
委
員

会
が
今
年
度
の
活
動
や
次
年
度
に
向
け
た

取
り
組
み
方
針
等
に
つ
い
て
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

研
修
会
後
に
行
わ
れ
た
「
令
和
３
年
度

広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
臨
時
総

会
」
で
は
出
席
者
32
名
、
委
任
状
２
名
出

席
の
も
と
、
上
田
会
長
の
指
名
に
よ
り
、

江
田
島
市
商
工
会
青
年
部
の
出
木
谷
部
長

を
議
長
に
選
出
し
、
令
和
３
年
度
収
支
補

正
予
算
書
（
案
）、
令
和
４
年
度
事
業
計

画
書
（
案
）
な
ど
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

慎
重
審
議
の
結
果
、
全
て
の
議
案
が
原

案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
議
案
は
次
の
通
り

第
１
号
議
案

令
和
３
年
度
収
支
補
正
予

算
書
（
案
）
承
認
の
件

第
２
号
議
案

令
和
４
年
度
事
業
計
画
書

（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）
承
認

の
件

第
３
号
議
案

令
和
４
年
度
会
費
賦
課
基

準
（
案
）
及
び
徴
収
方
法
（
案
）
承
認

の
件

研修会講師の広島県総務局 DX 推進チームDX
推進グループ主査　木戸孝哉氏

臨時総会の開催に当たって挨拶をする上田会長

広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

臨
時
総
会
及
び

第
２
回
商
工
会
女
性
部
研
修
会

開
催

広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

臨
時
総
会
及
び

第
２
回
商
工
会
女
性
部
研
修
会

開
催

令
和
３
年
度

県
女
性
連



－   －4

令
和
４
年
２
月
22
日
㈫
、
広
島
県
商
工

会
青
年
部
連
合
会
・
女
性
部
連
合
会
は
、

広
島
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
「
創
立
55

周
年
合
同
記
念
大
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

広
島
県
で
は
県
青
連
、
県
女
性
連
が
25
周

年
記
念
以
来
、
実
に
30
年
ぶ
り
に
合
同
開

催
す
る
記
念
大
会
で
あ
り
、
県
青
連
、
県

女
性
連
の
正
副
会
長
が
実
行
委
員
と
な
り

協
議
を
重
ね
て
開
催
に
至
り
ま
し
た
。

本
大
会
は
「
~
笑
顔
あ
ふ
れ
る
未
来

へ
~
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
青
年
部
・
女
性

部
が
手
を
取
り
合
っ
て
協
力
す
る
こ
と
で

地
域
を
盛
り
上
げ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
失
わ
れ

て
い
た
笑
顔
を
取
り
戻
す
き
っ
か
け
と
な

る
よ
う
な
大
会
を
目
指
し
、
開
催
さ
れ
た

も
の
で
す
。

当
日
は
広
島
県
内
に
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
が
適
用
さ
れ
て
い
た
た
め
、
県
青

連
、
県
女
性
連
の
正
副
会
長
の
み
現
地
参

加
と
し
、
両
部
員
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
参
加
と

な
り
ま
し
た
が
、
１
８
０
名
を
超
え
る
部

員
が
視
聴
し
ま
し
た
。

第
４
号
議
案
︱
令
和
4
年
度
中
国
・
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
の
負
担
金
賦
課
基
準

（
案
）
及
び
徴
収
方
法
（
案
）
承
認
の
件

第
2
号
議
案
の
令
和
4
年
度
事
業
計
画

書
（
案
）
の
説
明
で
は
、
令
和
4
年
9
月

5
日
㈪
、
6
日
㈫
に
開
催
さ
れ
る
「
中

国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流

会
広
島
大
会
」
を
機
に
、
参
加
者
に
広
島

の
魅
力
を
再
発
見
し
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
に
向
け
て
希
望
を

抱
け
る
大
会
に
す
る
と
明
言
。
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
下
、
交
流
会
を

始
め
と
し
た
各
種
事
業
を
積
極
的
に
実
施

し
て
い
く
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
掲
げ

ま
し
た
。

慎
重
審
議
の
う
え
4
つ
の
議
案
は
、
出

席
者
全
員
の
承
認
を
得
て
、
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
開
催
さ
れ
た
研
修
会
の
、
第
一

部
で
は
地
域
再
生
型
提
案
公
募
事
業
に
取

り
組
む
2
つ
の
商
工
会
女
性
部
が
事
例
を

発
表
。「
Ｐ
Ｒ
冊
子
作
成
に
よ
る
情
報
発

信
事
業
」
に
取
り
組
ん
だ
五
日
市
商
工
会

女
性
部
は
、
自
分
た
ち
の
魅
力
を
考
え
作

成
し
た
冊
子
「
街
の
女
将
さ
ん
図
鑑
」
を

紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
大
崎
上
島
産

レ
モ
ン
の
魅
力
度
向
上
事
業
」
に
取
り
組

ん
だ
大
崎
上
島
町
商
工
会
女
性
部
は
、
活

動
内
容
や
そ
の
成
果
に
つ
い
て
丁
寧
に
説

明
し
、
放
映
さ
れ
た
動
画
で
は
女
性
部
員

が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
姿
が
映
し
出

さ
れ
ま
し
た
。

第
2
部
で
は
整
理
収
納
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
江
川
佳
代
氏
が
講
師
と
し
て
登
場
。

「
ム
ダ
を
省
い
て
効
率
ア
ッ
プ
！
職
場
＆

家
庭
の
整
理
収
納
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し

ま
し
た
。
江
川
氏
は
、
整
理
整
頓
を
す
る

た
め
の
5
つ
の
ル
ー
ル
を
伝
授
。
参
加
者

か
ら
は
「
自
宅
・
会
社
に
お
い
て
参
考
に

な
る
こ
と
が
多
く
あ
っ
た
」、「
ヒ
ン
ト
を

い
た
だ
き
背
中
を
押
し
て
も
ら
え
た
」
な

ど
実
践
に
向
け
て
前
向
き
な
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

第
１
部

合
同
記
念

講
演
で
は
、

お
笑
い
コ

ン
ビ
Ｔ
Ｉ

Ｍ
の
ゴ
ル

ゴ
松
本
氏

が
講
師
と

し
て
登
壇
。

﹃
「
命
」
の

授
業
講
演

会
﹄を
テ
ー

マ
に
、
持
ち
ネ
タ
で
も
あ
る
漢
字
の
成
り

立
ち
な
ど
を
交
え
な
が
ら
、
女
性
の
偉
大

さ
、
男
性
の
力
強
さ
、
あ
き
ら
め
な
い
こ

と
、
挫
折
す
る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
を
丁

寧
に
説
い
て
い
き
ま
し
た
。
大
き
な
手
振

り
身
振
り
、
時
に
は
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り

に
話
す
ゴ
ル
ゴ
松
本
氏
の
話
に
、
会
場
は

一
気
に
惹
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

第
２
部
合
同
記
念
式
典
で
は
、
県
連
の

平
田
会
長
、
県
青
連
の
上
田
会
長
、
県
女

性
連
の
松
井
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を

行
っ
た
後
、
創
立
55
周
年
を
記
念
し
た
各

種
記
念
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
国
経

済
産
業
局
長
表
彰
や
広
島
県
知
事
表
彰
な

ど
、
組
織
及
び
運
営
が
特
に
優
良
な
青
年

部
・
女
性
部
及
び
役
員
功
労
者
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

式
典
後
に
は
、
第
３
部
の
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
で
行
わ
れ
る
予
定
だ
っ
た
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
用
意
し
た
青
年
部
及
び

女
性
部
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
放
映
。
青
年
部
は

各
地
域
協
議
会
ご
と
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
、
女

性
部
は
各
商
工
会
を
ま
と
め
た
Ｐ
Ｒ
動
画

を
作
成
し
ま
し
た
。
両
部
と
も
に
趣
向
を

WEB 開催となった記念大会。180名の部員が参加しました

記念講演を行ったゴルゴ松本氏

臨時総会及び研修会は ZOOMでの配信も同時に行われました 

「
広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会・

女
性
部
連
合
会
創
立
55
周
年
合
同

記
念
大
会
」開
催

「
広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会・

女
性
部
連
合
会
創
立
55
周
年
合
同

記
念
大
会
」開
催

「
広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会・

女
性
部
連
合
会
創
立
55
周
年
合
同

記
念
大
会
」開
催

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
式
典
・
講
演
会
を
開
催
。

１
８
０
名
以
上
が
視
聴
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広
島
県
商
工
会
連
合
会
東
部
支
所
で

は
、
令
和
４
年
1
月
28
日
㈮
・
2
月
1
日

㈫
・
2
月
4
日
㈮
の
3
日
間
、
オ
ン
ラ
イ

ン
に
て
令
和
3
年
度
人
材
採
用
・
定
着
・

育
成
向
上
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
人
材
確
保
・
採
用
力

向
上
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
、
中
小
・

小
規
模
事
業
者
の
経
営
者
・
採
用
担
当
者

等
を
対
象
に
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
セ
ミ

ナ
ー
で
す
。

今
年
度
は
、
人
材
に
関
す
る
総
合
的
な

人
材
活
用
強
化
を
実
践
し
、
多
く
の
採
用

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
経
歴
を
有
す
る
坂

本
旭
優
氏
を
迎
え
、
を
「
人
材
採
用
・
定

着
・
育
成
向
上
」
を
テ
ー
マ
に
、﹃
3
ス

テ
ッ
プ
に
よ
る
総
合
的
な
人
材
活
用
強
化

法
﹄
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

坂
本
氏
は
、
3
日
間
の
開
催
で
１
日
目

は
【
採
用
】、
2
日
目
は
【
定
着
】、
3
日

目
は
【
育
成
】
と
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
方

式
で
企
業
の
実
情
に
合
わ
せ
た
課
題
に
対

し
解
決
に
導
け
る
よ
う
説
明
し
ま
し
た
。

1
日
目
【
採
用
】
で
は
、
自
社
の
魅
力
を

伝
え
自
社
に
合
っ
た
人
材
を
採
用
す
る
こ

と
で
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
消
す
る
こ
と
、
2

日
目
【
定
着
】
で
は
、
早
期
退
職
を
防
ぎ

自
社
に
お
い
て
定
着
率
を
向
上
さ
せ
る
取

組
の
環
境
整
備
を
図
る
こ
と
、
3
日
目

【
育
成
】
で
は
、
社
員
の
成
長
が
自
社
と

と
も
に
成
長
で
き
る
よ
う
組
織
力
・
チ
ー

ム
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
説
明
し
ま
し
た
。

講
習
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
意
見
と
し

て
、「
人
材
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
認

識
し
た
。
一
つ
一
つ
出
来
る
こ
と
か
ら
実

践
し
て
い
き
た
い
。」
な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
、
受
講
者
の
満
足
度
の
高
い
セ
ミ

ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
4
年
2
月
15
日
㈫
に
開
催
さ
れ
た

「
第
22
回
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
in
お

お
い
た
」
に
お
い
て
、
令
和
2
年
度
商
工

会
女
性
部
員
増
強
運
動
の
加
入
促
進
強
化

期
間
に
て
、
全
国
1
位
の
実
績
に
輝
い
た全女性連竹中会長から授与

凝
ら
し
た
創
り
で
、
活
動
内
容
や
各
地
域

を
魅
力
的
に
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。

現
地
で
の
対
面
し
た
交
流
こ
そ
行
え
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
交
流
す
る
機

会
が
な
か
っ
た
青
年
部
、
女
性
部
に
お
い

て
も
、共
通
の
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

各
部
で
の
実
施
事
業
を
知
る
機
会
に
も
な

り
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
者
か
ら
も
好
評
の
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

「
高
陽
町
商
工
会
女
性
部
」
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
よ
り
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

へ
変
更
さ
れ
、
同
女
性
部
の
現
地
参
加
は

叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
同
じ
地
域
協
議

会
で
あ
る
県
女
性
連
芸
北
地
域
協
議
会
の

佐
々
木
会
長
が
代
理
で
表
彰
状
を
受
け
取

り
ま
し
た
。
な
お
、
都
道
府
県
商
工
会
女

性
部
連
合
会
の
部
に
お
い
て
も
、
加
入
促

進
期
間
並
び
に
年
間
実
績
に
お
い
て
、
広

島
県
が
全
国
2
位
と
し
て
表
彰
さ
れ
て
い

ま
す
。

「
第
22
回
商
工
会
女
性
部

    

全
国
大
会
in
お
お
い
た
」

に
お
い
て
高
陽
町
商
工
会

           

女
性
部
が
表
彰

22
回
商
工
会
女
性
部

    

全
国
大
会

に
お
い
て
高
陽
町
商
工
会

           
令
和
３
年
度

　
人
材「
採
用・定
着・育
成
」

　
　
　
向
上
セ
ミ
ナ
ー
開
催

県　　連

『
３
ス
テ
ッ
プ
に
よ
る
総
合
的
な

　
　
　
　
　
　
人
材
活
用
強
化
法
』

具体事例を取り入れながら説明される坂本旭優氏



－   －6

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
を
取
り

巻
く
経
営
環
境
は
劇
的
に
変
化
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
本
年

度
の
広
域
講
習
会
（
広
島
会
場
）は
、ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る

経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
こ
と
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
令
和
４
年
２
月
16
日
㈬
、
オ
ン
ラ

イ
ン
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

第
一
部
は
、
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
代
表
の
小
寺
崇
之
氏
よ

り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
消
費
マ
イ
ン
ド
を
捉

え
た
、
小
さ
い
店
な
ら
で
は
の
売
上
・
利

益
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
講
演
。
小
寺
氏
自
身

も
県
西
部
を
中
心
に
飲
食
店
を
展
開
す
る

経
営
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
体
験
を
踏

ま
え
た
、
小
規
模
店
で
も
実
践
で
き
る
工

夫
や
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
、
大
変
わ
か
り

や
す
く
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
二
部
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据

え
た
新
た
な
販
売
手
法
に
つ
い
て
、
㈱
ラ

パ
ン
ロ
ン
ド
代
表
取
締
役
の
高
橋
浩
一
氏

に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
長
引
く
コ
ロ

ナ
は
、
消
費
者
の
購
買
行
動
を
従
来
に
も

増
し
て
、
ネ
ッ
ト
通
販
等
に
転
換
さ
せ
る

大
き
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
小
規

模
店
と
い
え
ど
も
決
し
て
他
人
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
高
橋
氏
か
ら
は
、
国
が
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
推
進
を
掲
げ
て
い
る
今
こ
そ
、
小
さ

い
店
の
新
た
な
販
売
手
法
と
し
て
、
Ｅ
Ｃ

等
の
活
用
、
導
入
に
積
極
的
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
の
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。今

回
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
限

定
に
て
開
催
し
ま
し
た
が
、
食
品
製
造
小

売
業
や
飲
食
業
等
を
営
む
、
42
事
業
者

（
50
名
）
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
多
く
の
内
容
を
盛

り
込
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、参
加
者
か
ら
は
、

「
も
う
少
し
踏
み
込
ん
だ
内
容
を
聞
き
た

広
島
県
商
工
会
連
合
会
東
部
支
所
で

は
、
令
和
４
年
２
月
24
日
㈭
、
オ
ン
ラ
イ

ン
に
て
「
令
和
３
年
度
広
域
講
習
会
（
福

山
会
場
）」
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
講
習

会
は
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
等
の
経
営

課
題
解
決
に
向
け
た
事
業
の
一
環
と
し

て
、
幅
広
い
事
業
者
の
能
力
向
上
・
経
営

改
善
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年

開
催
し
て
い
る
講
習
会
で
す
。

今
年
度
は
、
20
年
以
上
の
リ
ア
ル
ビ
ジ

ネ
ス
の
経
験
と
10
年
以
上
の
ネ
ッ
ト
ビ
ジ

ネ
ス
の
両
方
の
経
験
を
持
ち
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
専
門
家
と
し
て
も
名
高
い
㈱
サ
イ
ト
ウ

ジ
ム
キ
代
表
取
締
役
の
斎
藤
元
有
輝
氏
を

迎
え
、「
経
営
者
の
た
め
の
戦
略
的
Ｗ
Ｅ

Ｂ
活
用
法
」
を
テ
ー
マ
に
、"
集
客
×
売

上
ア
ッ
プ
を
目
指
す
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ビ
ジ
ネ
ス

活
用
術
"
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

斎
藤
氏
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
ビ
ジ

ネ
ス
ス
タ
イ
ル
が
大
き
く
変
遷
し
て
い
く

中
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
活
用
し
た
事
業
経
営
は
今

後
ま
す
ま
す
重
要
で
あ
り
、
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
限
ら
れ
た
経
営
資
源
で

も
活
用
で
き
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
活
用
法
を
中
心

に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
顧
客
の
デ

ジ
タ
ル
ニ
ー
ズ
へ
対
応
で
き
る
事
業
経
営

体
制
は
、
初
め
か
ら
構
築
で
き
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
不
慣
れ
で
も
ま
ず
一
歩
踏

み
出
し
、
積
極
的
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
活
用
し
続

け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
講
習
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
意
見
と

し
て
、「
す
ぐ
に
活
用
で
き
る
内
容
も
含

ま
れ
て
お
り
、
わ
か
り
や
す
く
受
講
で
き

た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
受
講
者
に

と
っ
て
実
践
的
な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し

た
。

講習会終了後、希望者に対して個別相談を実施

具体策を取り入れながら説明される斎藤元有輝氏

い
」、「
実
際
に
自
社
で
Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
み

た
い
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
要
望
や
相
談

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
声
に
お

応
え
す
る
た
め
、
今
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
支
援
に
つ
い
て
は
、
参
加
事
業
者
が
所

属
す
る
商
工
会
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
継

続
し
た
支
援
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
県
連
・
商
工
会
が
連
携
し
た
伴
走

型
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
県
内
中

小
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営
力
向
上
に
寄

与
し
て
い
く
考
え
で
す
。

「
小
さ
い
店
な
ら
で
は
」の

経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
！！

【
広
域
講
習
会
（
広
島
会
場
）】

『
経
営
者
の
た
め
の

  

戦
略
的
Ｗ
Ｅ
Ｂ
活
用
法
』

【
広
域
講
習
会
（
福
山
会
場
）】
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蕁（
〇
八
二
）二
四
八-

一
一
七
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
九-

二
一
一
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
四-

三
一
五
二

蕁（
〇
八
二
三
）二
五-

三
四
〇
六

蕁（
〇
八
四
七
）四
五-

二
二
二
八

蕁（
〇
八
四
）九
二
二-

六
五
五
六

電
話（
〇
八
二
）二
四
七
七
三
六
三

広
島
県
信
用
組
合
協
会

広
島
市
中
区
宝
町
九
番
十
一
号

　地御前産の大粒かきを使ったか
きの佃煮。身入りの良い牡蠣に香
り高い有機黒胡椒で味付けした黒
胡椒がくせになる牡蠣の旨辛佃煮
です。使用している牡蠣原料は、
身入りの良い春の生牡蠣を使用、
その中でも、ブランド牡蠣として
全国で高い評価を受けている広島
県の「地御前かき」を使用してい

　地御前産の大粒かきを使ったか
きの佃煮。身入りの良い牡蠣に香
り高い有機黒胡椒で味付けした黒
胡椒がくせになる牡蠣の旨辛佃煮
です。使用している牡蠣原料は、
身入りの良い春の生牡蠣を使用、
その中でも、ブランド牡蠣として
全国で高い評価を受けている広島
県の「地御前かき」を使用してい

ます。解凍して、そのままお召し
上がりいただけます。
　ひろしま夢ぷらざでは、RCCの
広島地域放送のコーナー（TBS
「TIME」）で、田村アナに「新米
にあうごはんのお供」でこの商品
を提案し、商品の認知度アップと、
売れる商品の支援をさせて頂きま
した。

山下水産(株)　黒胡椒薫るやみつき牡蠣　1,080円（税込）
広島県三次産白葱100％使用、無添加・無着色

夢ぷらざ 推しの逸品！

広島県内34商工会　新型コロナウイルスに係る経営相談状況（2022年3月10日）

新型コロナウイルス感染症対策における広島県内商工会の経営支援状況

　　全体　69,182件

資金繰り相談
7,175
10.4%

コロナ対策事業
（国）
17,171
24.8%

製造業
13.7％

その他
11.1％

建設業
7.9％

卸売業
1.6％

理美容業
3.5％

サービス業
10.5％

貨物運輸業
0.7％

旅客運輸業
1.8％ 娯楽業

2.4％

小売業
16.6％

飲食業
27.5％

宿泊業
2.7％

設備投資・
販路開拓支援
10,826
15.6%

雇用関連支援
2,935
4.2%

その他
7,674
11.2%

コロナ対策事業
（市町）
10,177
14.7％

コロナ対策事業
（県）
13,224
19.1％

69,182
件

68,662
件

※業種別については、データの一部に業種が登録されて
　いないものもあるため、全体件数とは一致しない。

※2021年７月より、コロナ対策事業については、
　国、県、市町ごとに相談区分を集約

相談件数

相談内容（内訳） 業種別相談受付状況
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前
回
に
引
き
続
き
、
全
国
商
工
会
連
合

会
商
工
会
未
来
創
造
本
部
長
の
越
智
俊
之

さ
ん
に
、
現
在
の
商
工
会
を
取
り
巻
く
状

況
に
つ
い
て
、
ま
た
描
か
れ
て
い
る
未
来

創
造
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

〇
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
今
後
、
商
工
会
を

取
り
巻
く
環
境
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す

る
と
お
考
え
で
す
か
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
飲
食
・
観
光
を

は
じ
め
多
く
の
事
業
者
が
、
苦
し
い
状
況

に
お
か
れ
て
い
ま
す
。
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

た
事
業
者
の
不
安
を
取
り
除
く
こ
と
、
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
の
ニ
ー
ズ
変
化

に
対
応
し
、今
ま
で
の
固
定
観
念
を
捨
て
、

柔
軟
な
発
想
を
持
つ
こ
と
が
大
事
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
商
工
会
も
そ
う
し
た
部
分

で
し
っ
か
り
と
経
営
指
導
で
き
る
よ
う
な

メ
ニ
ュ
ー
を
つ
く
り
、
支
援
体
制
を
整
え

る
必
要
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〇
商
工
会
青
年
部
に
つ
い
て
の
現
在
の
状

況
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

商
工
会
青
年
部
が
置
か
れ
て
い
る
状
況

も
、
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

働
き
手
が
減
少
、
事
業
承
継
も
進
ま
ず
、

地
域
経
済
の
停
滞
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま

す
。
商
工
会
青
年
部
員
の
減
少
も
大
き
な

課
題
で
す
。
し
か
し
、
年
々
部
員
の
経
営

に
対
す
る
関
心
は
高
ま
っ
て
お
り
、
持
続

化
補
助
金
を
は
じ
め
経
営
革
新
な
ど
の
支

援
施
策
を
う
ま
く
活
用
し
て
経
営
を
強
化

し
て
い
る
部
員
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
も

事
実
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
青
年
部
の
部
員
に

は
ア
ン
テ
ナ
を
広
く
張
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
近
く
の
青
年
部
仲
間
と
話
し

合
っ
た
り
、
商
工
会
か
ら
の
情
報
で
あ
っ

た
り
、
情
報
収
集
に
つ
と
め
て
ほ
し
い
で

す
。
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
も
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
も
そ
ん
な
に
簡
単
に
は
起
こ
り
ま

せ
ん
が
、
青
年
部
活
動
は
そ
の
き
っ
か
け

づ
く
り
の
場
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

〇
越
智
さ
ん
が
未
来
創
造
さ
れ
て
い
る
ビ

ジ
ネ
ス
環
境
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す

か
。

わ
た
し
は
、
こ
れ
か
ら
は
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
」
が
重
要
に
な
っ
て
い
く

と
考
え
て
い
ま
す
。

商
品
企
画
・
販
売
企
画
に
つ
い
て
地
域

に
貢
献
す
る
リ
ー
ダ
ー
を
訪
ね
歩
い
て
気

付
い
た
こ
と
は
、
先
人
た
ち
が
守
っ
て
き

た
地
域
食
材
を
、
商
品
開
発
や
情
報
発
信

な
ど
を
通
し
て
、
価
値
を
高
め
て
ブ
ラ
ン

ド
化
す
る
な
ど
、
地
域
の
持
続
的
発
展
に

貢
献
す
る
取
り
組
み
が
、
い
か
に
重
要
で

あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

地
域
に
と
っ
て
も
個
社
の
事
業
に
と
っ

て
も
大
切
な
の
は
、
み
ん
な
で
考
え
る
と

い
う
作
業
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、

「
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」
も
地
域
に
お
い

て
持
続
可
能
な
社
会
を
形
成
す
る
と
い
う

意
味
で
重
要
で
す
。
地
域
の
人
々
が
健
康

で
心
豊
か
で
、"
ご
飯
"
を
食
べ
て
い
け

る
社
会
。
つ
ま
り
、
命
が
大
事
。
当
た
り

前
の
こ
と
の
よ
う
で
す
が
、
そ
ん
な
未
来

を
築
い
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。

〇
<
地
域
人
材
育
成
>
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
す
か

未
来
の
地
域
を
支
え
る
人
材
育
成
環
境

の
充
実
を
目
指
す
た
め
、
小
規
模
事
業
者

こ
そ
人
材
育
成
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
効
率
化
も
重
要
で

す
が
、
地
域
や
企
業
が
成
長
し
て
い
く
た

め
に
は
人
材
育
成
が
か
か
せ
な
い
の
で
、

全国商工会連合会
「商工会未来創造本部長」 

　 越
お ち
智 俊

としゆき
之さんに聞く！ 

商
工
会
は
地
域
人
材
育
成
の
場
に
す
る
べ

き
と
考
え
て
き
ま
し
た
。
地
域
の
子
ど
も

た
ち
が
、
地
域
の
産
業
や
文
化
を
深
く
理

解
で
き
る
よ
う
な
教
育
が
も
っ
と
あ
っ
て

も
い
い
と
思
い
ま
す
。
ひ
い
て
は
、
そ
れ

が
未
来
の
地
域
を
担
う
人
材
育
成
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

〇
越
智
さ
ん
の
未
来
創
造
は
ど
の
よ
う
に

描
か
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

私
は
、
一
人
の
リ
ー
ダ
ー
に
頼
ら
ず

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
、
自
ら
輝
け
る
人
が

大
勢
い
る
世
の
中
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
は
避
け
ら
れ

な
い
状
況
で
す
が
、
事
業
を
持
続
可
能
な

も
の
に
す
る
た
め
の
取
組
み
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
生
産
年
齢
人

口
は
65
歳
未
満
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
70

歳
で
も
皆
さ
ん
本
当
に
お
元
気
で
す
よ

ね
。
そ
う
し
た
方
々
を
戦
力
と
す
る
こ
と

を
含
め
、
各
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
対
策

が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢

化
に
よ
る
担
い
手
不
足
を
解
消
す
る
た
め

の
機
械
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
あ
く
ま
で

テ
ク
ニ
カ
ル
な
手
段
で
し
か
な
い
。
高
齢

者
だ
っ
て
元
気
で
あ
れ
ば
最
前
線
で
活
躍

で
き
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
地
域
の
生
産

年
齢
を
上
げ
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
全
国
の
事
業
者

の
声
に
耳
を
傾
け
、
地
域
と
小
さ
な
企
業

の
未
来
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Profile
昭和53年生
全国商工会連合会商工会未来創造本部長
広島県  江田島市商工会理事

2
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本
誌
Ｖ
ｏ
ｌ
.
３
９
３
に
お
い
て
、「
Ｄ

Ｘ
と
は
何
か
」、「
何
か
ら
す
れ
ば
よ
い
の

か
」
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。
今
回
は
そ

の
続
編
で
、「
具
体
的
な
Ｄ
Ｘ
の
始
め
方
」

に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

前
回
、「
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）」
と
い
う
言
葉
を
、

新
聞
や
ビ
ジ
ネ
ス
誌
で
目
に
す
る
機
会
が

多
い
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
と
書
き
ま
し
た

が
、
最
近
で
は
、
通
常
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
や

Ｃ
Ｍ
で
も
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
短
期
間
で
、
よ
り
一
層
身
近
な
言
葉
に

な
っ
て
い
ま
す
。

１

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
社
会
の
変
化

Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
は
「
Ｉ
Ｔ
の
浸
透
が
、

人
々
の
生
活
を
あ
ら
ゆ
る
面
で
よ
り
良
い

方
向
に
変
化
さ
せ
る
」
と
い
う
定
義
が
有
名

で
す
が
、「
デ
ジ
タ
ル
技
術
で
暮
ら
し
は
変

化
し
た
か
な
？
」
と
思
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
。

身
近
な
例
と
し
て
は
、「
レ
ン
タ
ル
ビ
デ

オ
」
が
あ
り
ま
す
。ほ
ん
の
数
年
前
ま
で
は
、

「
子
供
用
に
ア
ニ
メ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
ま
と
め
て

５
本
を
借
り
よ
う
」
と
か
、「
準
新
作
で
安

く
な
っ
た
か
ら
今
夜
は
夫
婦
で
映
画
を
見

よ
う
」
と
い
う
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。
今
は

ど
う
で
し
ょ
う
。
定
額
制
の
有
料
動
画
配
信

サ
ー
ビ
ス
が
普
及
し
て
、
沢
山
の
コ
ン
テ
ン

ツ
の
中
か
ら
、
そ
の
瞬
間
の
気
分
で
、
好
き

小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
の

Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）と
は

小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
の

Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）と
は

広
島
県

小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
の

小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
の

小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
の

小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
の

続

な
も
の
を
選
ぶ
こ
と
が
多
く
な
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
般
社
団
法
人
日
本
映
像
ソ
フ
ト
協
会
の

資
料
※
１

に
よ
る
と
、
約
10
年
で
、
レ
ン
タ
ル

ビ
デ
オ
店
の
店
舗
数
は
半
減
※
２

し
て
い
る

と
推
測
さ
れ
、
市
場
規
模
も
約
１
／
３
※
３

に

縮
小
し
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
歩

は
、
確
実
に
私
た
ち
の
暮
ら
し
や
仕
事
に
変

化
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。「
自
分
の
会
社

は
関
係
な
い
」
と
思
っ
て
い
る
と
、
同
業
者

は
い
つ
の
間
に
か
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
て
仕
事
の
や
り
方
を
変
え
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

※
１

出
典
:
一
般
社
団
法
人
日
本
映
像
ソ
フ
ト

協
会
／
株
式
会
社
文
化
科
学
研
究
所
「
映
像
ソ

フ
ト
市
場
規
模
及
び
ユ
ー
ザ
ー
動
向
調
査

２
０
２
０
」
２
０
２
１
年
５
月
、
Ｊ
Ｖ
Ａ
個
人

向
け
レ
ン
タ
ル
シ
ス
テ
ム
加
盟
店
数
推
移

※
２

Ｊ
Ｖ
Ａ
レ
ン
タ
ル
シ
ス
テ
ム
加
盟
店
数

（
実
際
の
ビ
デ
オ
レ
ン
タ
ル
店
数
と
は
異
な

る
）
:
２
０
０
９
年
12
月
:
６
,
２
６
４
店
↓

２
０
２
０
年
12
月
:
２
,
７
７
６
店

※
３

レ
ン
タ
ル
ビ
デ
オ
の
市
場
規
模
:

２
０
０
９
年
３
,
０
６
７
億
円
↓
２
０
２
０

年
１
,
０
４
１
億
円

２

社
員
同
士
で
話
し
合
う
こ
と
が
重
要

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
、
仕
事
の
や

り
方
を
変
え
る
に
は
、「
デ
ジ
タ
ル
が
分
か

る
人
に
ま
か
せ
れ
ば
い
い
」
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
社
員
同
士
が
し
っ
か
り
話
し
合
っ

て
、
納
得
し
た
上
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構

の
調
査
で
は
、
一
部
の
部
署
だ
け
で
は
な

く
、
全
社
的
に
取
り
組
む
方
が
、
Ｄ
Ｘ
は
成

果
が
出
や
す
い
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま

す
。私

は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
苦
い
経
験

が
あ
り
ま
す
。
業
務
を
省
力
化
す
る
た
め
に

簡
単
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
た
と
き
の

こ
と
で
す
。
作
業
時
間
を
約
１
／
５
に
短
縮

し
、
操
作
も
簡
単
な
シ
ス
テ
ム
を
作
り
、
使

う
よ
う
に
同
僚
に
提
案
し
ま
し
た
。
し
か
し

「
今
ま
で
通
り
の
や
り
方
で
も
困
っ
て
い
な

い
し
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
方
が
よ
い
」
と

言
っ
て
、
誰
も
使
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
後
、
一
人
の
職
員
が
試
し
に
使
っ

て
く
れ
た
こ
と
で
、
楽
だ
と
い
う
こ
と
が
口

コ
ミ
で
広
が
り
、
半
年
後
に
は
全
員
が
使
っ

て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ど
ん
な
に

良
い
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
用
意
し
て
も
、
押
し

つ
け
で
は
ダ
メ
で
、
納
得
し
て
い
な
い
と

使
っ
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
教
訓
で
す
。
後

か
ら
で
は
な
く
、
最
初
か
ら
納
得
し
て
も
ら

う
に
は
、
一
部
の
人
で
導
入
を
決
め
る
の
で

は
な
く
、
み
ん
な
で
「
何
を
変
え
た
い
か
」、

「
ど
う
変
え
た
い
か
」
を
み
ん
な
で
話
し
合

う
こ
と
が
重
要
で
す
。

３

ま
ず
は
事
例
の
共
有

多
く
の
職
場
に
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
苦

手
な
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
人
に
、
仕
事
の
や
り
方
を
ど
う
変

え
た
ら
よ
い
か
を
考
え
て
も
ら
う
の
は
難

し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
簡
単
な
の
は
、
事

例
を
み
ん
な
で
共
有
し
て
、「
こ
れ
使
え
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
？
」
「
こ
ん
な
こ
と
で
き

た
ら
い
い
ね
」
な
ど
と
楽
し
く
語
り
合
う
こ

と
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
事
例
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
し
、
次
の
サ
イ
ト
で
簡
単
に
探
す

こ
と
で
き
ま
す
。

︿
全
国
の
事
例
を
探
す
﹀ミ
ラ
サ
ポplus

︵
事

例
ナ
ビ
︶

【
Ｈ
Ｐ
】https://m

irasapo-plus.go.jp/

自
ら
の
業
種
に
近
い
企
業
の
事
例
が
見

つ
け
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、「
宿
泊
、
飲
食

サ
ー
ビ
ス
業
」
に
「
Ｉ
Ｔ
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド

で
検
索
す
る
と
12
件
の
事
例
が
表
示
さ
れ
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ま
す
。
ホ
テ
ル
の
部
屋
割
り

の
自
動
化
や
飲
食
店
の
フ
ー

ド
ロ
ス
低
減
の
事
例
を
読
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
Ｒ

４
・
３
・
14
時
点
）

︿
広
島
の
事
例
を
探
す
﹀
未
来
を
語
る
１
０
０
人

【
Ｈ
Ｐ
】https://hiroshim

a-dx.jp/100 
interview

/

広
島
県
内
の
身
近
な
企
業
や
団
体
の
事
例

が
見
つ
か
り
ま
す
。
現
在
は
、
15
件
の
事
例

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。（
Ｒ
４
・
３
・
14

時
点
）
名
前
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
企
業
ば
か
り
で
す
の

で
、
Ｄ
Ｘ
が
よ
り
身
近
に
感

じ
ら
れ
ま
す
。

４

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
の
活
用

近
年
は
自
社
で
サ
ー
バ
を
購
入
し
な
く

て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、
勤
怠
管
理
、

請
求
書
発
行
、
情
報
共
有
な
ど
、
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
も
、
迅
速
か
つ
少
人
数
か
ら
始

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
小
規
模
事
業
者
で

も
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
多
す
ぎ
て
、
選

ぶ
の
に
苦
労
す
る
状
況
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
で
も
調
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
次
の
サ
イ
ト
を
活
用
す

る
と
、
よ
り
楽
に
、
自
社
の
業
務
内
容
や
目

的
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

︿
サ
ー
ビ
ス
を
探
す
﹀
中
小
機
構
「
こ
こ
か

ら
ア
プ
リ
」

【
Ｈ
Ｐ
】https://ittools.sm

rj.go.jp/

「
お
客
様
を
増
や
し
た
い
」
「
情
報
を
共
有

し
た
い
」
な
ど
の
目
的
を
選
ぶ
と
、
該
当
す

る
製
品
の
名
称
や
コ
ス
ト
、
導
入
実
績
や
Ｈ

Ｐ
ま
で
簡
単
に
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、「
勤
怠
管
理
」
を
選

択
す
る
と
、
８
件
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
案
し
て
く
れ
ま
す
。

（
Ｒ
４
・
３
・
14
時
点
）

５

ま
と
め

Ｄ
Ｘ
は
一
部
の
大
企
業
だ
け
が
取
り
組

む
特
別
な
も
の
と
い
う
印
象
が
強
い
と
思

い
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
業

務
改
善
も
、
広
い
意
味
で
は
Ｄ
Ｘ
に
該
当
し

ま
す
。

ま
ず
は
、

１

み
ん
な
で
話
し
合
う
。

２

事
例
を
共
有
す
る
。

３

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
を
探
す
。

と
い
う
こ
と
か
ら
始
め
、
社
員
一
丸
と
な
っ

て
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
取
り
組
ん
で

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

広
島
県
で
は
、「
広
島
県
Ｄ
Ｘ
推
進
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
い
う
団
体
を
設
立
し
、

Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
む
皆
様
を
支
援
す
る
た
め

の
情
報
を
多
く
発
信
し
て
い
ま
す
。
皆
様
も

共
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
Ｄ
Ｘ
を
実
践
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

︿
「
広
島
県
Ｄ
Ｘ
推
進
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」﹀

【
Ｈ
Ｐ
】https://hiroshim

a-dx.jp/

広
島
県
内
の
企
業
・
事
業
者
、
教
育
機
関
、

行
政
等
が
切
磋
琢
磨
し
た
り
、
協
調
・
協
働

し
な
が
ら
、
Ｄ
Ｘ
の
実
践
を
促
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー

に
は
無
料
の
研
修
や
セ
ミ

ナ
ー
等
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を

お
届
け
し
て
い
ま
す
。

【
本
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
合
せ
】

広
島
県
総
務
局
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
推
進
チ
ー
ム

℡
：
０
８
２
（
５
１
３
）
２
４
７
１
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広
島
県
は
、
広
島
県
商
工
会
連
合
会
等

と
共
催
で
令
和
４
年
２
月
15
日
に
、「
働

き
方
改
革
・
女
性
活
躍
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
３
０
０
名
を
越
え
る
方
々
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

基
調
講
演
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
８
千
社
以

上
の
企
業
な
ど
を
訪
問
し
、
調
査
・
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
っ
て
き
た
経
営
学
者

坂
本

光
司
氏
よ
り
、「
人
を
大
切
に
す
る
経
営

が
企
業
を
発
展
さ
せ
る
。
人
を
成
長
さ
せ

る
。」
と
題
し
、
人
を
大
切
に
す
る
経
営

の
重
要
性
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。一
部
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

人
を
大
切
に
す
る
経
営
に
お
け
る

「
人
」
と
は
、
次
の
５
者
で
あ
る
。

①
社
員
と
そ
の
家
族

②
社
外
社
員
（
仕
入
先
や
協
力
企
業
）
と

そ
の
家
族

③
現
在
顧
客
と
未
来
顧
客

④
地
域
住
民
、
と
り
わ
け
障
が
い
者
や
高

齢
者
な
ど
社
会
的
弱
者

⑤
株
主
・
支
援
機
関

立
場
に
よ
っ
て
、
誰
を
一
番
大
切
に
す

べ
き
か
異
な
る
。企
業
全
体
で
考
え
れ
ば
、

顧
客
満
足
度
を
高
め
る
こ
と
を
一
番
に
す

る
こ
と
で
問
題
は
な
い
。し
か
し
な
が
ら
、

経
営
者
は
顧
客
で
は
な
く
、
社
員
と
そ
の

家
族
の
幸
せ
の
た
め
に
一
番
多
く
の
時
間

を
使
う
、
心
馳
せ
る
と
い
う
の
が
正
し
い

経
営
だ
。

そ
の
理
由
は
、
社
員
満
足
︵
Ｅ
Ｓ
︶
な

く
し
て
顧
客
満
足
︵
Ｃ
Ｓ
︶
な
ど
有
り
得

な
い
た
め
。
自
分
が
所
属
す
る
組
織
に
不

信
感
を
持
ち
、
働
き
が
い
を
感
じ
な
い
社

員
が
顧
客
満
足
度
を
高
め
る
言
動
を
す
る

こ
と
は
到
底
で
き
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
Ｃ

Ｓ
の
担
い
手
で
あ
る
社
員
の
働
き
が
い
は

重
要
に
な
る
。

そ
し
て
、
社
員
と
そ
の
家
族
第
一
主
義

経
営
を
行
う
会
社
は
、
例
外
な
く
、
好
況

不
況
に
影
響
さ
れ
な
い
。
つ
ま
り
「
ぶ
れ

な
い
」
会
社
で
あ
る
。
世
の
中
の
多
く
の

企
業
は
、
好
況
だ
と
業
績
が
上
が
り
、
不

況
だ
と
下
が
る
と
い
う
、
ぶ
れ
る
会
社
が

多
い
。
し
か
し
、
ぶ
れ
ず
に
成
長
・
発
展

し
て
い
る
企
業
で
は
、
働
き
が
い
を
感
じ

る
社
員
、
組
織
愛
の
強
い
社
員
が
価
値
あ

る
仕
事
を
創
造
し
、
顧
客
の
支
持
を
得
て

い
る
。

基
調
講
演
や
そ
の
他
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
レ

ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
こ
ち
ら
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

https://w
w

w
.pref.hiroshim

a.lg.jp/
site/hint/sym

pojium
2021.htm

l

「
働
き
方
改
革
・

女
性
活
躍
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

　
　
　
　
　基
調
講
演
レ
ポ
ー
ト

「
働
き
方
改
革
・

　女
性
活
躍
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

　
　
　
　
　基
調
講
演
レ
ポ
ー
ト

「
働
き
方
改
革
・

女
性
活
躍
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

　
　
　
　
　基
調
講
演
レ
ポ
ー
ト

広
島
県

【
本
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
合
せ
】

広
島
県

働
き
方
改
革
推
進
・
働
く
女
性
応
援
課

℡
：
０
８
２
（
５
１
３
）
３
３
４
０
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